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型式の呼び 

トッププレート 

RTS-336\A/NTS (巨 K)- し 
KS 已色〇 

KRT-56F 

RTS-336WNTS (SL ) 丄 

KGE-70NTSL 

KGE-81NTSL 

KGK5 色〇し 

RS-81NTSL 

VH- 己 色 NTS 

RTS -336 WNTS-L 

RTS -337 WNTS-L 

フッ素コート 
トッププレート 

RTS-33 己 WNTS (SL)-L 

RTS -336 WNTS ( G)-L 
RTS -337 WNTS (日 ) -L 

フッ素コート 
トッププレート 

RTS-336WNTS (巨 K)-R 
RTS-336WNTS (SL) -R 
KG- 已 08C 

KGE-91NTSR 

KGT-56NTS 

RTS -33 巨 WNTS-R 
RTS -337 WNTS-R 

フッ素コート 
トッププレート 

RTS-33 巨 WNTS (SL)-R 

RTS -33 日 WNTS (日 ) -R 
RTS -337 WNTS (日 ) -R 

フッ素コート 
トッププレート 

RKG-541E5R 

RKG 已已 1E6R 

RTS -336 WNCTS-R 

RTS -337 WNCTS-R 

ホー□ー トッププレート 



〇をロセンサー搭載 

1^1センヴ—コン □ 


ご愛用の皆様へ 

このたびは U ンナイグ U ル付ガステーブルをお買い上げいただ 
さまして、ありびと5ございます。 

♦ご使用の前にこの取扱説明書を最初から最後までよくお読み 
いたださ安全に正しくお使いくださし、。 

♦この取扱説明書と別添の r 保証書」の内容をよくご確認の5え、 
大切に保管してください。 

参幼いお子様にはさわらせないでください。 

♦この製品は家庭用です。業務用のよラな使いかたをされます 
と著しく寿命び縮まります。 

♦この製品は国内専用です。海外では使用でさません。 
♦取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、または 
をよりの当社事業所にて再購入してくださし、。 
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各百 B のなまえと特長 


•図のように正しくセットしてください。図は - R タイプ（強义カバーナーがち側のタイプ）でず。 - L タイプ 
は強义力/ (—ナーと標準/ (—ナーが左ち逆になつていまず。 


1 標準 パーナー1 

強义力 y —ナー 1 

1 本体裏側 

r 付属品） 1 魚とって 

立ミ肖えま全装置 / 温度センサ 

立消'え受全装置 / 温度センサ 



魚の取り出しや、盛り付け 

(炎検知部） 

\ グ 

(炎検巧部） 




に便利です。 [JS 



\ 

心 1 






トス I ンド\ 





キャップを はずして、 

ぶ C _ R 〇 Q のみ 




\使用してくたさい ノ 



ごとく（左ち共适でず） 

("▲部を前をにし、ツメをトッププレートの巧に 
I合わせ、びたつをびないよラにセットします。 


しる受け 

婚準バーナー用「中」刻印表示) 


グ U ル排気□カバー 


凹部 



(2 箇所） 

温度センサー 

バーナーキャップ 

(標準バーナー用） 

パーナー本体 

(標準バーナー用 y 


標準 バーナー 用 
器具栓つまみ 

電池交換サイン 

' 乾電池の寿命を 
、お知らせします 

品名表 7 F 位置 

電池ケース 

. 単1形アルカ U 
'、© S 乾電池(付属品） 

の'"^ に個） 

向をを間違えないよラ正し' 

I くセツトしてください。， 

グリル水切れセンサー 

f グリル水入れ皿を取りはずすと、左 
I契にあります。 

グ U ルとび5取っ手 


ン□部の主な機能 


•天ぷら油過熱防止機能贷攒 

(標準バーナー • 強火カバーナー ） 

天ぷら-フライなどの揚げちのを調理中、調理油が過熱されて 
ち、自然発火温度に達する前に自動消火します。（必ず指定政 
上の油量でご使用ください） 

•焦げつき消义機能姐攒 

(標準バーナー • 強火カバーナー ） 

煮ちの調理などで水分がな < なり、なべ底が焦げついてくると、 
なべを傷める前に自動消火します。（なべの材質、調理物の種 
類、乂力によって焦げの程度は異なります。）なべ底にこんぶ 
や竹皮などをしいた調理では焦げつさ消火機能が正常に働かな 
いことがあります。 

•コン□消し忘れ消乂機能の攒 

(標準バーナー • 強火カバーナー ） 

点火してから約2時間で自動消火し、消し忘れを防ぎます。 


強义 品男 


グリル部の主な機能 


参グリルお知5せブザー挺] 

点火して約3分ごとにブヴーが鳴って、グ U ル使用中であるこ 
とをお知らせするととちに、焼さ時間の目安にちでさます。 

•グリル水切れセンサー¢1挺] 

グ U ル水入れ皿に水を入れずに使用した場合や、水の量がかな 
くなってきた場合に自動消火します。 

•グリル過熱防止センサー唆]唆] 

魚などの調理物を入れないでから焼さした場をなど、グ U ル庫 
内の温度が異常に高くなった場をに自動消火します。 

•グリル消し忘れ消火機能隨攒 

点火してから約2□分で自動消火し、消し忘れを防ぎます。 

※[^内の数字はページをおしています。 


コン□-グリル器具栓つまみもどし忘れお知5せ機能 


天ぷ5油過熱防止機能などの安全機能により消乂したときに、器具栓つまみはもどりません。もどし忘れると、1分毎にブザーが 
■ピピッ J と已回鳴ってお知5せしますので消乂の状態にもどしてください。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴りません。/ 






















































































安を上のご注意(必ずお守り < ださい^ 


〈ち全に正しくお使いいただくために〉 


この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人へのを害や財産への損害を未然に防ざ、製品をを 
全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してありまず。 

参 1 U 下に示ず表示と意味をよく理解してか5本文をお読みください。 


么危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、また 
は火災のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

么警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、ま 
たは火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 迂后、 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 


参絵表示について次のよラな意味びありまず。 


ノこの絵表示は、気をつけていただきたい r ミち意喚起」内容です。 

Q 濃!示は、 L てはし、けなし、「禁止」昏気禁止 

(i 

1接触禁止分解禁止 

この給表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

喔 

1換気必要 


A 危陕 

■ガス漏れに気づいた5絶対に义をつけたり、電気器具の 
スイッチの入•切、電源プラグの巧を差し、周辺の電話 
を使用しない 

炎や义花で引义し、爆発事故を起こすことびあります。 




■ガス漏れに気づいた！5すぐに使用を中止ずる 

①すぐに使用を中止しガス栓を閉める。 

(ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場合は、ガスコンセントからソケットをはずす） 


〇 


③窓や戸を開けガ 
スを外へ出す。 

③をよりのガス事 
業者（供給業者） 
に連絡する。 


-①消乂する- 



消火 


ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずす） 


-③窓を開ける- 




-⑤連絡する- 



A 警告 

■機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ） 1 U 外のガスでは使用しない 

♦表示のガス種び一致していない場合、不完全燃焼により一酸化炭素中毒になったり、爆発 
着义でやけどをしたり、機器び故障する場合びあります。 

参銘板は機器本体ち側面に張ってあります。わからない場合はお買い上げの販売店、または 
ガス事業ちにお問い合わせください。 

参転居されたときも、ガスの種類び銘板の表示と一致していることを確認してくだごい。 





〈例〉銘板（12 A '13 A の場合） 

類重グル-で 


12 A 用 

13 A 用 

0000 kW 

0000 kW 


銘板 


C00.00-000000 つ 


-型式の呼び 


-製造年月および製造番号 



































































A 警告 


■設置するとをは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと火災の原因になります。（火災予防条例で定め日れ 
ていますので、必ず守ってください。）可燃物との距離び守れない 
場合は必ず防熱板を取り付けてください。逆]唆] 

また表面びステンレス板やタイルの場合でち内部び可燃性の場合 
はおず防熱板を取り付けてください。防熱板についてはお買い上 
げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連絡ください。 

■設置後機器の周囲を改装する場合ち可燃物との距 
離を確実に離す 



(可燃性の壁の場合) 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理 
油、スプレー宙、カセットコン□用ボン 
ベなど燃えやすいものを置かないまた 
機器本体の下に新聞紙やビニールシート 
などの燃えやすいものを敷かないまた 
電源コードを通さない 

熱でスプレー吿内の 
圧力び上びり、スプ 
レー生び爆発したり 
火災の原因になりま 
す。 



■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベ 
ンジンなど引义のおそれのあるものを使 
用しない 

引火して火災の原因 
になりまず。 



■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線ま 
で差し込んでゴム管止めでしっかりと止 
める 

しっかりと止めない 
とガス漏れの原因に 
なります。 


赤い線 



^ 4 © 


ホースエンドゴム管ゴム管止め 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコー 
ドは、高温部に触れたり、巧れたり、ね 
じれたりしないよラにでさるだけ短くし 
て使用するまた、ガス用ゴム管（ソフ 
トコード）、ガスコードは機器の下を通 
したり、グリル排気口や炎に近づけない 
また、他の機器で加熱されるよう/〇 
な所にも通さない tv 

使用時は周囲び高温にな . ——口^ 

りゴム管びとけてガス漏 
れの原因となります。 



■グリル排気□をタオル、 
ふさんなどでふさがない 

不完全燃焼や火災の原因になり 
よ 9 〇 



■乂をつけたまま離れたり、外出、就寝を 
しない 

調理中のちのび異常過熱し火災の原因となりまず。 
とくに揚げちの調理をしているとさゃグ U ルを使用 
しているとさはそ 
の場を離れないで 
ください。離れる 
とさは必ず消火し 
て < ださし、。 





■ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する 
場合は検査合格マークまたは J 旧マーク 
の入っているものを使用し、ひび割れた 
ゴム管、古いゴム管は使用しない 

ガス用ゴム管じ(外は耐久性に欠けガス漏れ 
の原因になります。ビニール管は絶対に使 （\J 
用しないで<ださい。またガス用ゴ 
ム管はとさどさ点検してちくなった 
場合は取り替えてください。 

ビニール管 

■地震、义災、または使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で 
消义した場合はただちに使用を中止し、 
ガスをを閉める（つまみのないガスコン 
セントの場合は、ガスコンセントか！5ソ 

ケットをはずす） 崖"^ 

故障かな？と思った日（攒〜攒）に従い処 ■■ 
置をずる。 




①ミ肖义 


②ガスをを閉める（ガスコンセントからソケッ 
卜をはずす） 


■ガスコードを使用する場合は、器具用ス 
リムプラグおよびガスコードの取扱説明 
書に従って接続する ^ 

「ガスコードなどでコンセント接続ずる場〇 
合」（逆）を参照してください。 \w 

間違った接続はガス漏れの原因になります。 


ホース エンド 

^ 1 . 


器具用ス1」ムプラグ 


ガスコー [ 


ホい線 






































































f 么警告 1 

■ゴム管の継ざたしや ^ 

ニス分岐はしない V グ、 

ガス漏れの原因になりま 

■ガスコードの長さが合わないために高 
温部に触れたり、機器の下を通したり、 
機器に触れたりする場合はガスコード 
を使用しない 

ガスコードび過熱され、ガス漏れの原 ( X 1 

因になります。 v-y 

■グリル水入れ皿にはおず水(約 A 
20 Om のを入れ、連続使用の場，# 
合などは、たまった脂は取り除 
を、そのつど水を入れる 

水びない場合、魚やたまった脂び 
過熱されて発火し、グ U ル排気 □ 

より炎び出ることびあります。脂 を一 

の多い調理物 (鶏肉など）は特に 
ま意してください。続けて使用す^^^^^ 

る場合を、そのつど脂を取り除き 
水を入れてください。なお水 L ソ外 
のをのは、入れないでください。 ~ 

■ガス接続□に巧れやゴミがないよラにす 

る 〇 

ガス漏れの原因になります。 

■使用後は消义を確認しガス栓を閉める 

消し忘れによる火災の原因になります。イ 
とくにグ1」ルは;肖し忘れをしやずいの ■■ 

で、機器か日離れるとさは必ず消火を 
確かめてください。 

，渡 為爲 

① 消火 ③ ガスをを閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずす） 

■脂の出る料理にはグリル焼網の上や下に 
アルミはくを敷かない アル=はく 

アルミはくの上に脂び V 一、 

觀す発火ずる 原因に^^® 

■コン□をおおうような大きな鉄板やなべ 
は使わない 

一酸化炭素中毒のおそ r \) 

れびあります。 v_y 

■グリル水入れ皿の中に市販のグリル石、 
グリルシートなどを入れない 

機器の損傷や、たまった脂び加熱され燃えて火災の 
原因となります。 

/ グ1」ル石 ^ グ1」ルシート 

■アルミはく製しる受け、省エネごとくな 
どの補助員は使わない 

—酸化炭素中毒や機 

器の異常蓮のおそ(\) 
れびぁります。 ) と溫。なネしとく Ky 

■グ LU レ使用前にグリル庫内に食品くずやふ 
さんなどびないことを確認、ずるまたグリ 
ルとび 5 に魚などをはさみこんだまま使用 

しな レ ■ 、ぶん - 

食品くずやふき ぃ户 ■■ 
んび燃えること 巧 

びあります。 

■焼き網は使用しない 

しる受けにたまった油などび/ 
発火したり、眶の異常麵(\) 

のおそれびあります。 焼さ網 

■絶対に改造*分解は行わない べ^ 

改造•分おは一酸化炭素中毒のおそれ VJV 

びあります。また、乂災の原因になり 

まず。 ノ 

■乂がついたまま持ち運ばない ^ 

火災、やけどの原因となります。 '〇/ 

V 


江后、 

■グリル水入れ皿の出し入れは 

■魚を裏返すとをなどは手や腕がグリルと 

ゆっくり確実に 


び5やガラスに触れないようにする 

水平にゆっくり出し入れしてください。グリルとひろを持ち上げた 

手や腕び触れるとやけど ^ 

まま引を出すと途中で 
止まらずに落下し、お 

〇 

をすることびあります。 (§) 

湯びこぼれてやけどを 

することびあります。 

V 











































i y 安を上のご注意泌ずお守りくだをが 


A 注意 


■グリル排気 □ に手や顔などを近づけない 
またなベの取っ手を排気口に向けない 

グ U ル排気□か日高温の 
排気び出ます。やけどや 
なべの取っ手び過熱され 
取っ手を焼損する原因に 
なります。 



I グリル水入れ皿だけを持って本体より取 
りはずさない 

グ U ルとびらび落下し、やけど 
やけびをすることびあります。 

必ずグ U ルとび日取っ手を持 
つて取りはずしてくださし、。 



■魚を焼を過ざない 

魚に火びつさ火災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった 
脂に引火した場合は、 

① 器具栓つまみを回して消火する 

② 炎び消えるまでグ U ルとび日を開けない 

③ 消火後、点検を依頼する 




■グリルとび5に重いものをのせたり、強 

い力を加えない 乂"、 

グ U ルとび日びはずれ、けびや機器破損の ( x ) 
原因になります。 

■ごとくをはずしてなべなどを直接 
コン□に置いて使用しない (\) 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


■巧類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 
似外の用途には使用しない 

巧類び落下し义災や過熱•異 
常燃焼による機器焼損の原因 
になります。 



I グリル水入れ皿を持ち運びする際は、さ 
めてか！5持ち運ぶ A 

使用中、使用直後はグ U ル水入れ皿び高温 mm 
になっています。やけどをするおそれびあ 
ります。 


画照明器具など樹脂製品の下へ設置しない 


照明器具のかさなどび変あ 
びあ0ます。 


変色すること 




■水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置 

不就な所や傾いた所に設置すると機器び 
傾いてやけどやけびのおそれびあります。 


■点义操作時や使用中はバーナー付近に顔 
を近づけすざない A ) A 

炎や熱で顔をやけどするおそ 
れびあります。 



■熱くなつたグリルとび!5ガラスに水をか 
けない衝撃を加えない 

ガラスび割れてけびを 
する原因になります。 



I グリル水入れ皿の持ち運びはていねいに 

使用中.使用直後はグ 
U ル水入れ皿にたまっ 
た脂は高温になってい 
ます。こぼすとやけど 
をする原因になります。 



■グリルとび5取っ手のガラス付近には触 
れない 

使用中、使用直後は 
局温|しなつており、 

やけどをずる原因に 
なります。 





接軸禁止 


■グリルとび日を開けたままグリルを使用 

しなし、 トッププレート 前部 

トッププレート前部を焦び 
したり、機器の上部び異常 
に過熱され、やけどをする 
原因になります。 パネル 



■使用中は手や巧服を炎、バーナー、排気 
□付近に近づけない 

袖やエプ□ンなどを服に着火し 
たり、排気熱によるヤケドのお 
それびあります。なべを動かす 
とさや炎の大ささび自動的に弱 
火から強火へ切り替わるとさび 
あるのでま意してください。 


ぶ;® 



■使用中、使用直後は器具栓つまみ 
ルとび5取っ手 1 U がは触れない 

やけどをすることびあ0ます。 

とくに幼いお子様びいる家庭ではご注意く 
ださい。 


•グリ 

接軸禁止 


I 強い風の吹き込む場所に設置しない 

点火不良や機器内部の焼損や安全装置び正 
しく作動しないなどの原因になります。 




■棚の下など落下物の危険のある場所に設 

置しない で、 

機器の上に落ちた物び燃えて、火災の原因(\) 
になります。 


■やかん、なべなどの大きさに合わせて义力 
を調節ずる 

火力び強いとやかんやな 
ベなどの取っ手び焼損し 
たり、手に触れるとやけ 
どをする原因になります。 








































A 警告 


■強义カバー ナーの センサー解除 モー ドは 
揚げもの調理には使用しない 

調理油の温度び高くなり、発火ずるお(\) 
それびありまず。 


A 迂意 


■バーナーキヤツプを水洗いしたときは水 
気をじゅうぶん切ってか！5セツトする 

炎□び詰まったまま使用 
すると異常燃焼の原因に 
なります。 





I 片手なベや底の丸いなべは不安定 
なげ態で使用しない 

なべび傾いてやけどをずるおそ 
れびあります。 ^ —— 

なべの種類によっては、傾いたり、す^ 香な©\ 

ベりやすいものびあります。ルさな片し --^ 

手なベや底の丸いなべは、必ず取っ手 
を持ちなび b 調理してください。 



感 


換気お要 


■使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど 
換気をしてください。換気をしないと不完 
全燃焼による一酸化炭素中毒のおそれび 
あ0ます。 

ミ主：ただし、屋内設置で自然排気式 
給湯器およびふろびまを使用してい 
る場合は換気扇を回さず窓などをあ 
けて換気してください。排気ガスび 
逆流することびあります。 


I コン□-グリル使用中、使用直後しば！5 
くはトツププレートに触れない 

高温になっていますのでやけどをする原因 
になります。 

接軸禁止 





■コン□には石焼いもつぼは使用しない 

異常過熱による機器損 
傷の原因になりまず。 






■温度センサーに強いショックを加えたり 
キズをつけない 

なべ底にセンサーび 
密着しな<なり、調 
理油び発火する場合 
びあ0ます。 



I しる受け*バーナーキャップは 
誤ったセットで使用しない 

しる到ブび傾いたり、ノくーナーキャップを 
正し < 取り付けないと、点火しなかったり、 
炎の不ぞろいや逆火を起こしたり、また、 
器具の中に炎びちぐりこんでを険でず。 





バーナーキヤップ 
の浮を 


しる受けの傾をや 
裏返し 

誤ったセットの例 


バーナーキヤップ 
の裏返し 


■点検*お手入れの際は必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけびをすることびあります。 


〇 


■点义操作をしても点义しない場合は器具 
栓つまみを消义のげ態にもどし、周囲の 
ガスがなくなつてか5再度点义操作する 

すぐに点火操作をすると周囲のガスに点火イ 
して、あ服に燃え移ったり、やけどをする IP 


おそれびあ0ます。 


■鶏肉などの脂のをい食材を焼くときはミち意ずる 

飛び散った脂に引火して、瞬間的にグリル 
の排気□か日炎び出る場合びあります。や 
けどや火災などの原因になります。 


〇 


■機器を水につけたり、水をかけた 
りしない 

不完全燃焼-故障のおそれびありまず。 




■幼い子供には触れさせない 

やけどやけびなど思わめ事故になります。 




温度 


■温度センサーのお手入れはこまめに巧う 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しなくなり調 J 里油 
び発火する場合びあります。ま 
た、動さび悪いとなべなどび傾 
さ、お湯などびこぼれやけどを 
する原因にちなります。なべの 
重さは調理物を含め 300 gLU 上 
必要です。密着しない場合、点 
お-修理を依頼してください。 



天ぷ6油過熱防止機能について 


揚ををに5度適熱 
の熱度的巧温' 過 
ど過温動おずしの 
なのの自て必認油 0 
イ油底につ、確。巧す 
ラ理べ前鳴はをい調ま 
フ調なるびさとさ、り 
'るでな I とこだばお 
らよ-にヴるるくれび 
ぷにヴ度ブれいりけと 
天どン温、さて守なこ 
はなセるさをしおけい 
とれ度すと巧着をだな 
能忘温义の調密量たさ 
機し。発このび油いで 
止消すび。ち底とり止 
防'で油すげベ類守防 
熱で能理ま揚な種おを 
過巧機調め。とのを义 
油調る、止す-ベ法発 
5のすしをまサなちる 
ぷち止視スしンな用よ 
天げ防監ガせセ切使に 





















































安を上のご注意(必ずお巧り < だをい^ 


A 警告 

■温度センサーの上面となべ底が密着していないとをは使用しない 

中華なベ用補助ごとくを使用すると温度センサーびなべ底に密着しない場合びあります。 


■底び広く浅いなべなどでの油調理ホ、油の温度が上がりやすいので使用しない 



の凹凸 付着 


底の浅い 焼を網 

なべなど 

ホきなべ邸働ごとく 


■耐熱ガラス容器、 
調理はしない 


±なべなど熱の伝わりにくいなべでの油 


耐熱ガラス容器±なべ 


■温度センサーとなべ底び密着しているか確認する 

温度センサーび傾いていたり、なべの間にすさ間びあると、温度センサーびなべ底温度を正 
しく検巧でさず発义や途中消义の原因になります。 



■を凍食材をなベの底面中央に密着させた状態で揚げ 
ちのをしない 

なべの底面中央(温度センサーの接触位置）にを凍食材び密着 
した状態で揚げちの調理をすると、温度センサーびなべ底の 
温度を正しく検巧しないため、発火するおそれびあります。 

■複数回使った調理油で揚げちのをしない 

何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどびなんだまま残っ 
ている調巧油は使用しないでください。発义び起こりやすくなる場合びあります。 



ちま食材をなべの底面中央(温度セ 
ンヴーの接触位置)に密着させない 




■鳳ず過ぎない 


豆腐などの水分の多いをのや、あつさのコ□ッケなどの破裂しやすいをのなどは、特にを意 
してください。長時間揚げ過ざると油び飛び散り、発义や、やけどのおそれびあります。 


■揚げものは食材全体がつかるまで調理油（必ず200 m ぶ似上）を入れて行う 


調理油の量びかなかったり、減ってをたりすると、発义するおそれ 
びあります。 

特にフライパンなどの底び広いなべで揚げをのをする際は、食材全 
体び調理油につかっていないと、発义するおそれびあります。 




お願い 


-コン□で焼き網やコン□をおおラよラな鉄板は使わないでください。機器の異常過熱により卜 
ッププレートやごとく•パーナ ー• しる受けを早くいためまず。 

’煮こぼれをさせると機器を早くいためまずので、煮こぼれをさせた場合は機器びさめてか5で 
きる限り早くふさ取ってください。 

’みそ汁を温めなおずときは义力を弱めにして、よくかを混ぜながら温めてください。 

強义で急に温めなおずとなべ底に巧んだみそが突然噴き上がり、みそ汁が飛び散ったり、なべ 
がはねあがってひっくりかえることがありまず。 

特に、だし入り豆みそ（ホみそなど）にま意してください。 

’炎の熱や、煮こぼれなどによりバーナー本体やしる受け（ステンレス製）び変色ずることびあり 
まずが、使用上問題ありません。 

-もちは、グリルで义力をしぼってよラずを見なが5焼いてください。短い時間で焼けるのでま意 
してください。 

•义力をしぼったとさなど消し忘れにを意してください。 

• なべの形状や材質によっては、強义で長時間で使用された場合に、まれになべびごとくにくっつ 
くことびあるので、なべを動かずとさはを意してください。 

• 調理中になべをのせかえるときは、一旦义を消してか日のせかえてください。 

• 熱くなったなべなどをラベルの上に置かないでください。ラベルび熱で変色 
したり、損傷したりずることがありまず。 

-トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど 
電磁誘導加熱の調理機器を使わない。磁力線により本製品が故障ずる原因と 
なりまず。 






































































機器の設置 


し: 


(バーナーキャップ 

「▼」印を手前にし 
て、バーナーモヤツ 
プ裏面のピンをバー 
ナー本体の凹部に正 
しくはめ込み、必ず 
正常に燃焼している 
ことを確認する。 

バーナー 



(強火カバーナー ） （標準バーナー ) 


^1ホ（機器正面側） 


※バーナーキャップが浮いたり傾いたりしていると点乂不良や炎び 
不ぞろいになったり異常燃焼などが起こる場合もありまず。 


強火カバーナー用 
快」刻印 


しる受け） 

I しる受けの< ぼみ （2 箇所）を 
トッププレートの凹部に正し 
くはめ込み、浮き、傾きのな 
いよラにセットしてくださし、。 

I 強乂力 y (—ナー用(大刻印表示） 

と標準ノ（ーナー用(中刻印表示） 

の2種類ありますのでまちびえ 
ないよラにセットして<ださい。 

I 「マエ」の刻印を必ず手前にしてセツトしてください 


標準 バーナー 用 
「中」刻印 



r マエ」刻印 


ごと< 


广ごと〇 


設置前の準備と確読 


ガス種（ガスグループ） 


型式の呼び 


2A.13A) 


製造年ち 


♦型式の呼び-ガス種-製造年月は、機器ち側面の銘板に表示してありま 
す。 

♦機器銘板のガス種(ガスグ;レープ)と f 共給ガスび合つているか確認します。 

参輸送のため各部分にあて紙や包装部がびありますので全部 〈例〉 

取り除いてください。 （12 A '13 A の 場合) 


部品の取り付け 



■しる受け-バーナーキャップは正しくセツトする 


バーナーの 炎びしる受け 
の 下にをぐり込み义災や 
機器焼損の原因になりま 
す。 

トッププレート 


しる受け' 



お願い 


(^1 形アルカリ乾電池 2 個 ( 付属品0 


廣电池 g )1 Z ッり 電池トスは途ホで止まり、取り 

※電池交換は、機器本体び;ちえてか はずせない構造になっていまず。 
ら行ってください。 無巧に引っ張 6 ないでください。 


①電池ケースの 
ツメをつまん 
で手刖に 
引く。 



②乾電池の©側 
を手刖1こして 
入れる。 



③電池ケースを 
奥までしっか 
り押し込む 



A 警告 


■乾電池は充電 • 分解.加熱.义の中へ投 
入しない 

■就日.異種の乾蕾也は混用しない 
I 器具を廃棄ずる場合は、乾電池をはずず 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、けび 
ややけどの原因になりまず。 

■乾電池に記載してあるを意事項をよくお 
読みいたださ、正しくお使いください 



•電池ケースに水などの異物が入った場合、接 g 虫不良の原因となりまずので、ふさ取ってされい 
にしてください。 

-アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安が1年でず。（付属 
のアルカリ乾電池で当社使用モードによる） 

アルカリ乾電池でち使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類が異なると交換時期が1年 LU 内と短 
くなりまず。また、マンガン乾電池を使用した場合を交換時期が極端に短くなりまず。 

新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

未使用の乾電池でち r 使用推奨期限（月、年)」を過ぎている場合は放電により、短時間で電池交換サインが 
点滅-点なずる場合がありまず。また付属のアルカリ乾電池は、工場出巧時期により寿命が短くなってい 
る場合がありまず。 

乾電池は、機器び;ちえてか日交換してください。 


A 汪意 
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機器の設置 


設置場所および周囲の防义措置 


( 設置場所つ 

♦強い風の吹込まない場所-丈夫で水平な場所 
♦付近にカーテンなど燃えやすいちのびない場所 
♦機器の上に湯沸し器のない場所 
♦機器を使用した場合ガス栓び加熱されない場所 
♦落下物の危険のない場所 
♦機器の上Iこ樹脂製の照明器具のない場所 

♦周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなどを 
張り付けた壁-たななど）のある場合 
-トッププレートより上面の側面および後圃ま1已 cmLU 上、上部はトッププレート上面より] OOcmLU 上離す。 
-上記の距離びたちてない場合は壁面に別売の防熱板を取り付けて設置する。唆] 



防熱板について 


後壁用防熱板 


1 cmULh のを間 


I I 


aOcmULh 

主 OcmJi (上 

側壁用 
倾熱板 


-OcmULt 


天井用防熱板 流し台•調理台用防熱板 



f -別売の指定の 

お願し1 防熱板を必ず 
I ご使用くださ 

い。唆] 

-防熱板についてはお買い 
上げの販売店またはちよ 
りの当社事業所にお問い 
合わせください。 


ゴム管(ソフトコード)の接続 


•ガス用ゴム管〈ソフトコード〉(内径9.已 mm0、 」旧マーク入り）を用い、折れ 
たり、ねじれたりしないようにして、できる限り短く （2m じ(下で適当にゆと 
りをちたせる）ガス栓と機器のホースエンドとを接続します。このときゴム管 
はホい線までしっかりと差し込み、ゴム管止めで固定してください。また機器 
本体に触れないようにして接続します。 

• ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 


査合巧ホい線^_ 



^ JIID 


TJ 

勺 


1 

ホース エンド 
® ゴム 管 

\ 

ゴム管止め 


ガスコードなどでコンセント接続する場合 


〔方’ス機器俩 j の接続 ) 機器のホ-スエンドをコンセント化してガスコ-ドでコンセント接続ずる場合 


左図のよラに、まず別売の器具用ス U ムプラグ 
を捆包台紙の裏面に記載してある取扱説明書に 
従って機器のホースエンドに取り付け、巧にガ 
スコードの器具用ソケットを器具用ス U ムプラ 
グに"カチッ"と音びするまで巧し込みます。 


〔 ガス检俩 j の接続 ) (ガスをびガステープル用であることを確認してください。) 


機器のホースエンド器具用ス U ムプラグ 
ホ線 （別売品） 




器具用ソケット 

ガスコード 





v_ 


① ガス栓を開けるとさ 

コンセント継手を 
"カチッ"と音びする 
まで確実に差し込む 



⑨ ガス栓を閉めるとさ 

コンセント継手のす 
ベり U ング（白色） 
を手前に引< 



参コンセント継手を差し込むとガス栓び開きまず。 参コンセント継手びはずれるとガス栓び閉まりまず。 


[ ガスコード接続ずる場合は、ガスを側がカチットプラグになっていないと接続でさません。従来 

お願いのガスをでご使用ずる場合は、別売のホースガスを用プラグが必要でず。 

機器を接続ずるガスをは、必ずガステーブル用をご使用ください。 


〔ガスコンセントについて） 


「ガスコンセント」は、ガスコードなどを取り付けると自動的に開をし、取り 
はずずと自動的に閉をしまず。 


♦ふたを開ける 

ふたのち端を 
巧します。 



♦取り付ける 

"カチッ"と音 
びするまで差 
し込みます。 



♦取りはずず 

ち端にあるふた 
を巧します。 








































































































































ほいかた 


点乂-火力調節-消火のしかた] 

《前面ノ ネルの表示と器具栓つまみを確認してか6点义してください。 

66 標準パーナー用器具をつまみ 
fm 強义カバーナー用器具をつまみ 
♦< グリル用器具をつまみ 


左コン□用 ちコン□用 グ U ル用 

器具をつまみ 器具をつまみ 器具栓つまみ 






囚！消 义 



•器具をつまみを「止」の位置まで確実に回し、消义したことを 
確認ずる。 

-幼いおモ様のいたず5による义災防止やガス漏 
れ防止のため、機器か5離れるとさは念のため 
お部屋のガスをを閉めてください。 

•コン□バーナーは消义時にボンといラ音びずる 
場合がありまずび、これは义の消えたと去の音 
で異常ではありません。（コンロバーナーに風が 
当たるような場合は、ボンといラ音がしやずく 
なりまず。） 


お願い 


※器具栓つまみ付近のデヴインは商品によって異なります。 












































コン □ 


使用できるなベと温度センサーについて 


( 調理油の量 ） 

揚げちの調 I 里をずる場合は 200 mCl ； (上で使 
用してください。少ないと発火することび 
あ0ます。 

( なべの重さとのせかた） 

なべの重さは調理物の重さを含め 300 gLU 上 
必要です。でさるだけ底び平らな金属製の 
なべを使い、なべ底の中むび温度センサー 
頭部に密着ずるよラ、正しくセットしてく 
ださい。また、を定性の悪いなべは使用し 
ないでください。 



C 中華なべについて ） 

-なべ底と温度センサーび密着しているこ 
とを確かめてか b 使用してください。 

-中まなべの種類や使いかたによってはな 
ベび安定せず、温度センサーびなべ底の 
温度を正しく検知でさません。 


温度センサーに適したなべ 

〇 :適する X :適さない（温度を正しく検ミ□しない場合あり） 


なべの種類 

油料理 

(揚げちのなど） 

その他の料理 

(煮ちのなど） 

4 ル； S 
底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

細量： 

200 m 似上） 

〇 

底の平5な鉄製中華なベ 

〇 

(油量： 

200 m 似上） 

〇 

ステンレス(薄手：なべ底厚み2.已 mm 未満） 

巧 

X 

〇 

±なべ 

瞧ガラス離 

X 

〇 

(ただし、消 
乂する場合が 
あります） 

励なベ 

X 

〇 

(ただし、消 
乂する場合が 
あります） 

無水なベ 
多層なベ 

〇 

細量： 

200 m 似上） 

〇 


をのような調理ロホ、センサー解除機能猫乂カバーナ ー) をお使いください) 


•温度センサーげなべのか5焼きのよラな高温になる場合、安全機能が働いて自動的に消义しまず。 

巧のような調理にはセンサー解除機能(強义カバーナー）をお使いください。が！ 

〈高温になりやすい調理〉 

焼きらの：お好み焼き-ホイルのつつみ焼き- 炒めもの：ソーセージげめなど 

ポ ークソ テーなど げりらの：ごまげり-大豆げりなど 


自動判別モード 


自動判別モードでは、機器び自動的に料 I 里の種類を判別し、焦げつさびひどくなる前に自動消火する機能、高温調 
理のとさ自動的に高温で温度調節ずる機能、調理油び発火する前に自動消火する機能びはた日さます。 


コン□消し忘れ消义機能 


消し忘れを防止するために、点火してからの連続使用時間を判断して約2時間経過すると自動消 
火し、同時にブヴーび r ピー」と3回鳴ってお知らせする機能です。唆 
•コン□消し忘れ消义機能び作動した5 
すぐに器具栓つまみを回し消火の状態にしてください。点乂するとさは、再度点火操作を行ってください。 



焦げつさ消乂機能 


煮ちのなどで水分びなくなり、なべの底び焦げつさはじめたらなべを傷める前に自動消火し、同時にブヴーび「ピー」 
と已回鳴ってお知日せする機能です。唆 

•焦げつを消义機能び作動した5 

すぐに器具栓つまみを回して消火の状態にしてください。 

•再度点义ずるとさは 

焦げつさやずくなるので、よラずを見なび日煮こんでください。 









































[ 煮もの、再加熱をずるとを 

お願い •カラメル、みその加熱など、水分のかない調理は、ひどく焦げつくことがありまずのでま意し 
I てください。 

•义力を中义や弱义にして使用した場合、調理によっては消义機能が作動して途中消义ずる場合 
びありまず。このよラな場合は再度点义してご使用ください。 

•±なべを使用した場合、弱义か日中义にずると消义ずることびありまず。このような場合は再度点 
义し、中义にしてようずを見なび6ご使用ください。が置しまずとひどく筋ずつくことびありまず。 
•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ものなどを再加熱ずるときは、水を加え、弱义で 
ようずを見なが5行ってください。放置しまずとひどく焦げつくことがありまず。 

-なべを持ち上げたり、ごとくか5浮かせて調理しまずと焦げつを消义機能が作動し、消义ずる 
ことがありまず。 

-圧力なベや無水なベを使用した料理、鶏のもも焼さなどフライパンを使用した料理では焦げつさ 
消义機能びはた日き、消义ずる場合びありまず。このよラな場合は再度点义してご使用ください。 


センヴー解除機能(強义カノ ナー) 


強乂カノ（ーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調巧をしたいとさに使用する機能です。 
天ぷら油過熱防止機能と焦げつさ消义機能を解除し、高温調理びでさます。（約30分間使用でさます。） 





「…操作部の離お品^^;;; 



I -センサー解除スイッチ I 

I _ I 

•センサー解除スイッチを3秒長巧しずる。 

ブプーび r ピッ」と]回鳴ってお知らせすると同時にセンサー解除 
モード表示ランプび点巧し、センサー解除モードに設定されまず。 

-ちラー度センサー解除スイッチを f 甲ずと取り消しになりまず。 

-なべの異常過熱を防止ずるため、弱义-強义と 
义力び自動的に切り替わることびありまず。 

また、弱义状態でもセンサー温度がさらに上昇 
した場合は、温度センサー過熱防止機能がはた 
5さ自動消义しまず。 

-再点义しても义がつかない場合は、しばらく待 
ってか日行ってください。 

•約30分経過ずると、ブザーび r ピー」と3回鳴ってお知らせし、 
センサー解除モード表示ランプが消なし、自動ミ肖义しまず。 

•調理終了後は、器具をつまみを回して消义の状態にずる。 
•必ず义び消えたことを確認ずる。 


お願い 

し - 


A 警告 


■強义力/ (ーナーのセンヴー解除機能は揚 
げちの調理には使用しない 




^調理油の温度び高くなり、発火ずるおそれがありまず 。 J 


梗用中に自動的に弱义になったときほロン□パ-ナ -) 


異常過熱を防止するため高温自動温度調節機能び作動 


焼さちの料 I 里-炒りちの料 I 里などのか日焼さに近い高温調 I 里をした時に、なべの異常過熱を防止ずるため火力を自 
動的に強火-弱火と調節ずる高温自動温度調節機能び作動することびあります。（最初に弱火になったとさ、ブヴー 
び「ピピピッ」と]回鳴ってお知らせします。）この状態び約30分じ(上続いた場合、または温度びさらに上昇した場 
合は自動消火します。（自動消火した場合は、なべなどび大変熱くなっています。やけどに注意してください。）調 
理にす障びある場合は、センサー解除機能（強火カバーナー）をお使いください。 




































































グリル 


グリルを使用する前に 


r はじめて使用するとをはか!5焼きが必要つ 

工場出荷時の加工油を焼ささるためグ U ル水入れ皿にお 
ず水（約 200 m のを入れて、約] 0分か日焼きをしてくだ 
さい。このとさ、煙びでますび異 
常ではありません。また、脂身の 
多い魚などを焼く場合にグ U ル排 
気□じ(外（ごとくの周りやグリルと 
び日前面など)か日煙び出る場合び 
ありますび異常ではありません。 


グリル消し忘れ消义機能 


消し忘れを防止するために、点火し 
てた、 日の連続使用時間を判断して、 

約2□分たつと自動消火し、同時に 
ブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知日 
せする機能です。唆 
•グリル消し忘れ消义機能び作動した5 
すぐに器具栓つまみを回し消火の状態にしてくださ 
い。 

グ U j レ水入れ皿にたまった脂などを掃除して再度点火 
操作をしてください。 

f 調理物（魚など）の種類によっては、グリ 

お願いル消し忘れ消义機能び作動ずる前に発义 
i . ずることがありまずので、機器から離れ 

ないよラにし、焼きずざにミち意してくだ 
さい。 


グリル消し忘れ消乂短縮機能 


グ U j レ使用中、長時間グ U ルとび日を開けなかった場合、 
火び消えるのを20分^1已分に短縮します。（消火と同 
時にブヴーび r ピー」と3回鳴ります。また、続けて使用 
する場合のよラに庫内温度び上びっている場合は、火び 
消えるのを] 7分一] 2分に短縮します。）唆 
•グリル消し忘れ消义短縮機能び作動した5 
すぐに器具栓つまみを回し消火の状態にしてくださ 
し、。点火するとさは、再度点火操作をしてください。 


グリル過熱防止センサー 


魚などの調理物を入れないでか日焼さした場合など、グ 
UJ レ庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火しま 
す。また連続で使用した場合にちグ U ル過熱防止センサ 
一び作動し、自動消火する場合びあります。（消火と同 
時にブヴーび r ピー」と3回鳴ります。）唆 
♦グリル過熱防止センサーび作動した5 
グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用でさない 
機能になっていますので、約3分待ってから点火操作 
をして < ださい。 

f 調理物の種類によっては、グリル過熱防 

お願し1止センサーび作動ずる前に発义ずること 
I . びありまずので、機器か5離れないよラ 
にし、焼きずざにま意してください。 

例）めざしやラるめなどのル魚、干し物 
や脂分のをいにしん、塩さば、鶏肉など。 


グリル水切れセンサー 


グ U ル水入れ皿に水を入れずに使用した場合や、水の量 
び少なくなってさた場合に自動消火します。また、使用 
中にグ U j レ水入れ皿を長時間引さ出したままですと自動 
消火する場合びあります。（消火と同時にブヴーび「ピー」 
と3回鳴ります）を 
•グリル水切れセンサーび作動した5 
すぐに器具栓つまみを回し消火の状態にしてくださ 
し、。点义するとさは、グ U ル水入れ皿に水を入れ、し 
ば日く待ってか日、再度点火操作をしてください。 


グリルお知5せブザー 


グ U ル点火後、約3分ごとにブヴーび r ピピッ」と]回鳴 
り、グ U ルを使用中であることをお知日せしまず。 

(調理時間の目安としてちお使いいただけます。） 

f •グリルを続けて使用ずる場さは約3分、間 

お願し1 をちけてください。庫内び高温のまま焼を 

始めると中まで义び通らないうちにグリル 
過熱防止センサーび作動し、自動消义ずる 
場合がありまず。 




グリル水入れ皿の出し入れ 


グリル水入れ皿のセット 

グ U ル水入れ皿の「前」刻 
印を手前にして、水入れ皿 
受けの後部2箇所の凸部を 
長巧に入るよラにしてセツ 
卜します。 


グリル焼網のセツ 


グ I 」ル 
水入れ皿 


長巧 


グ U ル焼網の凸部をグ U ル 
皿の凹部と長穴に確実にセ 
ットします。 


愉」ミ 

凸部 

m 

/水入れ 

グ U ルとびを^ 

皿受け 

グ U ル焼網 

凸部 


凸部 


「前」刻印 



長巧 


引を出すとを 


グ1」ルとひろ 


グ U ルとび日を止まるところま 
でいっぱいに引さ出すと、グ U 
ルとびらだけび下びり、焼さち 
のの出し入れ-反転-確認び簡単に行えます。 



取り出すとき 


凹部 


グ1」ル水入れ皿 


グ U ルとび日を止まるところま 
でいっぱいに引さ出してから、 
そのまま持ち上げて取り出しま 
す。 


持ち運ぶとを 


グ U ルとびら取っ手を両手でし 
っかりと持ち、水平にゆっくり 
持ち運んで < ださい。 












































グリルで上手に焼くには 


下ごし5え 

♦冷凍の魚は、しっかり解凍してか日焼きます。解凍してないと時間びかかり、を全機能び作動ずることびありまず。 
参魚は水洗いした日、よく水気をふき取ります。 

♦みそ漬けや巧漬けは、みそや巧をよくふき取ってから焼さます。 

♦たれつさのつけ焼さや下味をつけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆつくりと焼いてください。 


塩加減のコツ 


アル吉はく 


♦塩をつけると、身びしまって身崩れしにくくなります。 

参サバやイワシなど背の青い魚は脂分び多いので、多めに塩をして時間をおさ、身を 
しめます。白身魚は、短を少なめにふり、時間ち短めで良いでしょう。 

♦川魚やイカ、エビ、貝などは、焼く直前に塩をしましょう。 

♦魚の重量の約2%程度の塩をつけます。身の厚いところには厚く、うずいところにはうずくつけます。 

参尾やヒレは特に焦げやすいので、多めに塩をつけてください。また、アルミはくで包んでおくと、焦げ方び少な 
くなります。 




魚焼きのこつ 

( 予熱が必要） 

♦あ日かじめ3〜4分ほど予熱しておくと、きれいに焼けまず。ただし焦げつきやすいちのや、火の通りの悪い身の 
厚い魚などは、予熱せずにそのまま焼いて<ださい。 


C 魚の置をかた） 

♦魚は頭び奥に、尾び手前になるよラに置い 
て < ださい。 



( 焼きあびった魚を取り出しやすくするには？） 

♦グ U ル焼網に油を塗って予熱をする。 

あらかじめ、グ U ル焼網に油をうすく塗り、3〜4分ほどグ U ルを加熱します。焼き 
上びり後、材料びグ U ル焼網に付着しにくく、取り出しやすくなります。 

♦焼さ上びった魚を取り出すには？ 

はしをグ U ル焼網と平行に入れ、魚を軽く持ち上げなびら、グ U ル焼網からはびして 
か日、取り出します。 

フライ返しを使ってはびしてか日、はしで取り出す方法ちあります。 

また、焼き上びる前に、魚をず日ずとグ U ル焼網に付着しにくくなります。 

なお、くっついた魚を簡単にはびすことびできる別売部品の魚とって （ RT 0- ST 1) 
を用意しています。な 
原とっで び付属のとさ ( KG - 已 08 C のみ） 

① 魚とっての切りこみをグ U ル焼網に合わせます。 

② 焼さあびった魚や焼物の下側に魚とってを入れて、くっついた焼物をグ U ル焼 
網からはびします。 

③ ルさい焼物な日、そのまますくい取って取り出せます。 





お願い 


•魚とってはグリル庫內に保管しないでください。魚とってがグリル庫内で弓 I っかかり、グリル 
とびらが引さ出せなぐなることがありまず。 













































































sy ほいかた 


使用中に消义したとさは 


天ぷ5油過熱防止機能び作 


消し忘れなどによって起こる調理油の異常過熱時に自動消火 
します。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴ってお知らせします。 
さらに強火力 J (ーナーの場合はセンサー解除モード表示ラ 
ンフび点滅します。嗟； 

♦ずぐに器具栓つまみを回し消义の状態にずる。 

•再度点义ずるときは 

※なべや油び大変熱くなっていますので、やけどに十分を 
意して、水を入れたなべや水に浸した巧などで温度セン 
ヴーををやしてから点火してくださし、。 


焦げつさ消义機能が作 


煮物などで水分びなくなり、なべ底び焦げつさはじめたら、 
なべを傷める前に自動消火します。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴ってお知らせします。 
さらに強火カノ（ーナーの場合はセンサー解除モード表示ラ 
ンプび点滅します。唆： 

♦ずぐに器具栓つまみを回し消义の状態にずる。 


消し忘れ消义機能が作 


消し忘れを防止するために、点火してからの連続使用時間を 
判断して、一定時間な上になると自動消火します。 

(標準バーナー.強火カバーナー約2時間、グ U ル約20分） 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせします。 
さらに強义カノ（ーナーの場合はセンサー解除モード表示ラ 
ンプび点滅します。變； 

•ずぐに器具栓つまみを回し消义の状態にずる。 


立消え安全装置が作 


煮こぼれなどで火び消えると、ガスを自動的に止めます。 
(ガスび止まるまで少し時間びかかります。） 

※ガスび止まると同時にブヴーび r ピー」と3回鳴ってお巧 
らせします。さらに強火カバーナーの場合はセンサー解 
除モード表示ランプび点滅します。唆 
参ずぐに器具栓つまみを回し消义の状態にずる。 

•再度点义ずるときは 

※周囲にガスびなくなったことを確認し、グ UJ レの場合は 
グ1」ルとびらを開け空気を入れ替えて、立消え安全装置 
(炎検知部）の巧れをふさ取ってから点乂してください。 

-立消え安を装置（炎検知部）に水滴や煮こぼ 
れびつくと、点义しにくくなったりしまず。 
水滴や煮こぼれはふを取ってください。 

. 立消え安全装置（炎検知部）に硬いものをぶ 
つけないで < ださい。 立;肖え安全装置 

まがったり、変形し クタ /„ 谈検巧部） 
点义しにくくな 
つたりしまず。 




ずぐに器具をつまみを回し消义の状態にずる。器具栓つ 
まみを消义の状態にをどさない場合、1分毎にブザーび 
「ピピッ」と已回鳴って、お知5せしまず。ただし、化の 
バー ナーを 使用中は、プ ザーは 鳴りません。の 


グリル水切れセンサーび作動 


グ U ル水入れ皿に水を入れずに使用した場合や、水の量び少 
なくなってきた場合に自動消火します。また、使用中にグ U 
ル水入れ皿を長時間引き出したままですと、自動消火する場 
合びあります。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせしま 
す。唆 

参ずぐに器具をつまみを回し消义の状態にする。 

参再度点火ずるときは 

※グ U ル水入れ皿に水を入れ、しばらく待ってから点火し 
て < ださい。 


乾電池が消耗 


乾電池の容量び少なくなった場合、自動消火します。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、電池交換サイ 
ンび点灯してお知らせします。唆 

参すぐに器具をつまみを回し消义の状態にする。 

※乾電池を交換してください。道] 


グリル過熱防止センサー作動 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、グリル 
庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火します。また、 
連続で使用した場合にちグ1」 J レ過熱防止センサーび作動し、 
自動消火する場合びあります。 

※消火と同時にブヴーび r ピー」と3回鳴ってお知らせしま 
す。唆 

♦ずぐに器具をつまみを回し消火の状態にずる。 

•再度点义ずるときは 

※グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用でさない機 
能となっていますので、約3分待ってから点火操作をし 
て < ださい。 


グ U ル消し忘れ消义短縮機能作動 


グ1」ル使用中、長時間グ1」ルとびらを開けなかった場合、火 
び消えるのを20分^]已分に短縮します。（消火と同時にブ 
ヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせします。また、続けて使 
用する場合のよラに庫内温度び上がっている場合は、火び消 
えるのを17分一12分に短縮します。）暖 
•ずぐに器具をつまみを回し消义①状態にずる。 

♦再度点义ずるときは 

※グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用できない機 
能となっていますので、約3分待ってから点火操作をし 
て < ださい。 
























お手入れのしかた 


A ま意 


■点検*お手入れは、ガス栓を閉め、機器が冷えてか A 
5手袋郎めて行う M 

参やけどや器具の角などでけびをする原因になります。 

(グリル庫内-排気口 -バーナーまわりは特にミ主意してください。） 

参機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 

♦点検-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふさん-紙類などを置 
さ忘れていないか確認してください。 

■お手入れ時は、パ’ーナーキャップ•ごとく -しる受け-グリル排気□カバ 
-• グリル部品(グリルとびら‘グリル焼網- 7 j < 入れ皿受け-グリル 7 j < 入 
れ皿)ははずせます。それ！; m の部品は絶対に取りはずさなし巧くださし、。 

^参はずした部品は r 部品の取り付け」を参照して取り付けてください。な ] j 


-ご使用上支障びない場合で 
を、不慮の事故を防ざ、をむ 
してより長くご使用いただく 
ために、年1回程度の定期点 
検をおずずめしまず。 

《定期点検を受ける巧び不明の 
場合や、点検費用などについ 
てはお買い上げの販売店また 
はちよりの当社事業所にお問 
い合わせください。 


曰常の点検 


♦機器周辺に燃えやすいちのび置いてありませんか。 

参バーナーキャップ、しる受けなどは正しくセットされていまずか。 

♦グ U ル水入れ皿に脂びたまっていませんか。 ♦ゴム管の接続は確実ですか。 

♦ゴム管は傷んでいませんか。 ♦立消え安全装置(炎検知部）-温度センサーび巧れていませんか。 

♦バーナーの炎□び煮汁などでつまっていませんか。♦グ U ル庫内び脂で巧れていませんか。 



お手入れの道具と洗剤について 


〔お手入れの手順•ポイント） 


① 手袋をします。道具•洗剤を用意します。 

② 洗剤は、「台所用」「住居用」などの用途や、液性冲性•弱アルカ U 性•弱酸性）を確認して巧れにあったちの 
を遇びます。道具•洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書やま意をよく読み、使えるか確認しまず。まず、道具や 
洗剤を目立たない部分で試してから、使用してください。 

③ スプレーで洗剤を直接かけず、スポンジや巧に含ませてか b 使用してください。 

④ 水洗いした後は必ずふきとり、水気や洗剤を残さないようにしてください。 

♦守らないと、機器や部品表面のはびれ-欠け•変色•変質-さび-割れ-キズの原因となります。 


使ってよい道具.巧剤 

變 毛^^ 爲 自台麵麵 

スポンジたわしやわらかいブラシ やわらかい巧 U (野粟-食器洗い用） 

♦巧-スポンジたわし、ブラシに水や台所 用 
中性洗剤を含ませてふいて、その後乾いた 
巧で水気をふさ取ってください。 


使ってはいけない道具-巧剤 

垂念 \ 磯驗风 

金属たわし 硬いブラシ 為 ナイ□ンたねし亀のテたわし 〜^ 

♦硬いため、部品-グ U ルとび日ガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさます。はびれ•欠 
け•変色•変質 • さ巧- 割れの原因になります。 

クレンザーみがを粉スポンジたねし裏面（硬い） 

♦スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち付着し 
ています。 

♦研磨剤で、部品-グ U ルとびらガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさ、はびれ-欠け- 
変色•変質-さび-割れの原因になります。 

自 感 %0 

弱酸性洗剤-弱アルカ U 性洗剤- 重曹 歯みがを粉 ^ 

ク U —ムクレンザー 

参基本的には使っていけません。表面の変質•キ 
ズ•変色-さびる場合びあります。 

♦ちし使ラ場合は、「お手入れの手順-ポイント」 
を守って使ってください。ただし、機器表面や 
前面ノ くネルには絶巧に使用しないでください。 

||一 1 醉 1 ホ.アルカ U 性- 
( 漂白剤 

づ シンナ -. ベンジン. V 

J 1 アル コール 

♦部品やホー□一 •塗装の表面び変質し、はび 
れ•変色-さびの原因になります。 

スプレー式洗剤 

♦機器内部に洗剤び入ると、電モ部品に付着して 
作動不良や、腐食して故障の原因になります。 
機器に直接かけずに、必ず巧に含ませてか日お 
手入れしてください。 


♦上記記載の使ってよい道具-洗剤 LU 外の道具や洗剤ち使用しないでください。 








































17 お手入れのしかた 


立消え安全装置(炎検知部) • 温度センサー 


-巧れや水気をやわ b かい歯ブラシなどで落とす。（巧れや水気びつい 
ていると点义しにくくなります。） 

-温度センサーをお手入れするとさは、温度センサーに片手を添えて、 
かたくしぼつた巧で温度センサーの頭部および側面の巧れをふさ取つ 
て < ださい。 

硬いブラシでお手入れをしたり、立消えを全装置（炎検知 
部）•温度センサーを傾けたりしないでください。点义不良や 
立消えの原因になりまず。 


やわらかい歯ブラシ 


お願い 



温度センサー 


立ミ肖え安全装置 
(炎検巧部） 


►グリル水入れ皿の取り付け 

グリル水入れ皿の「前」刻印を手前に 
して、水入れ皿受けの後部2箇所の 
凸部を長巧に入るよラにしてセット 
します。 

長巧 

グ U ル水入れ皿- 


>グリルとび6の取りはずしかた 

1.押さえバネを+の Z ) 方向に下げる。 

吕.グ U ルとびらをノ③の方向にたおす。 


r 前」刻印 


グ U ルとびら 



己部 



水入れ皿受け 


♦グリルとび S の取り巧けかた 

1. 水入れ皿受けのツメ吕箇所をグリルとび 
らの角巧にはめ込む。 

2. >/の方向にグ U ルとびらを回転させる。 
押さえバネび水入れ皿受けに確実には 
まっているか確認する。 


グ1」ルとびら 



回転 


角巧 


お願い 


グリル水入れ皿は、ミちれたまま使用しまずと、こびりついた脂ミち 
れがとれに< <なりシミが残ったり、発义ずることがありまず。 
押さえ/ (ネには変形してもど5なくなるほど必要に(上に力を加 
えないでください。変形してしまラとグリルとびらが正しく取 
り付け5れなくなって使用中にはずれる場合があり、やけどや 
けがの原因になりまず。 


グリルとび S ガラス 


※巧れた b そのつどやわらかい巧でふさお手入れをする。 

ちれび落ちにくいとさは、台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）でちれた 
部分を湿らせておさ、水を含んだ布でふを取る。 


お願い 


みびき粉-硬いものでお手入れをずると、ガラスにキズびつを割 
れる原因になりまずので使用しないでください。 


グリル水入れ皿-グリルとび6-グリル焼網 


-使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）を含ませたスポンジ 
たわしでお手入れをする。用又りはずしてお手入れびでさます。）巧れび落 
ちにくい場合は、台所用中性洗剤や水でちれた部分を湿らせ、しばらく 
してからスポンジややわ b かい巧でふを取ってください。 



グリル庫内 


•使用後はそのつどやわらか 
い巧やスポンジでふき取る 
脂ちれは台所用中性洗剤や 
水を含ませたやわらかい巧 
やスポンジで&さ取ります。 

-乾いた巧で仕上げをする 




















































とく • しる受け • グリル排気□カバ- • ホ-□-トッププレ-卜 ( RKG -541 E 5 R * RKG 551 E 6 R ) 


-使用後そのつど台所用中性洗剤(野菜-食器洗い用)を含ませたスポンジたわしでお手入れをする。 
(お手入れをしないと巧れび焼さつくことびあるので、こまめにお手入れしてください。） 

ミちれびひどかったり、こびり付さびとれないときは？ 

-台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙や巧で湿 b せ、そのまま置いておいたり、つけ置さして 
おくと巧れび浮をあびってきます。また、煮洗いするとさらに巧れを落としやすくなります。最 
後に水洗いし、水気をふさ取ります。 

それでち巧れびとれない場合は、む下の方法で巧れを落とし麦^ 

※ただし、これらは基本的には使っていけないをので、表面にキズびついたり、変色•変質するこ 
とびあります。目立たない部分で試してか b お使いください。 

•重曹を水でめ b したスポンジや歯ブラシにつけて、巧れを落とします。また、重曹をミ容かした水 
につけ置をした後、巧れを落とします。それでち巧れびとれない場合は、そのまま3□分ほど煮 
こむと落としやすくなります。残った巧れは、割ばしやへラを使ってこすり落とします。その後 
水洗いし、水気をふを取ります。 

-弱アルカリ性洗剤-歯みびき粉-クリームクレンヴーをスポンジにつけて、巧れを落とします。 


1しる受け（ステンレス製)、ごと< •グ U ル排気□カバーはホー□一仕上げでず。変色や 
はがれびあっても性能に影響はありません。再購入をご希望の際は、「交換部品」唆]を 
し 参照願いまず。 



グ1」ル排気 □ 
カバー 




バーナ ー 

キャップ 



水入れ皿受け 


目詰りしていたら、炎□をブラシや針金など 
で掃除をする。 

お手入れ後は正しくセットし、正常に燃焼す 
ることを確認してください。 


[ •パ‘ーナーキヤツプの表面(黒い部分）を台所用中性洗剤（野菜- 

お願し1 食器洗い用） LU 外の洗剤でお手入れをずると黒い部分がはがれ 

し ることびありまず。万一はがれた場合でもそのままご使用いた 

だいて問題あ0ません。 

-煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 


機器表面-前面パネル 


-台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）を含ませたスポンジたわし-やわ 
b かい巧でふさ、お手入れ後は乾いた巧で水気をふさ取る。 

( •スプレー式洗剤は使用しないでください。機器前面などか5 

お願し1 内部へ洗剤び入りまずと電モ基板の誤作動や部品の腐食など 
I により機器び損傷ずる場合びありまず。 

-巧刷-塗装面にはみがさ粉-金属たわしなど硬いものは使わ 
ないでください。表面にキズがつさまず。 



^フッ素コートトッププレート （ RKG - 己41 E 已 R • RKG 己己1 E 6 R じ(外) 


※巧れた b そのつどやわ b かい巧でふさお手入れをする。巧れたまま放置するとシ S びのこる原因となります。 
-巧れび落ちにくいとさは、台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用）で巧れた部分を湿 b せておさ、水を 
含んだ巧でふさ取る。 

f ^ •トッププレートを台所用中性洗剤（野菜-食器洗い用） 1 U 外の洗剤やみがき粉-硬いものでお 
お願し1 手入れをずると、フッ素コートびはびれたり、キズびついたりシミ•変色の原因となりまず 
I ので使用しないでください。 

-長期間使用ずるとフッ素コートび変色ずることびありまずび、効果には影響ありません。 

-トッププレートにはま全に関ずるま意ラベルが張り付けてありまず。巧れたり読めなくなっ 
たとをはやね日かい巧などで巧れをふきとってください。また、お手入れの際にははびれな 
いよラにごま意ください。もしはがれたり読めなくなった場合は、お買い上げの販売店、ま 
たはもよりの当社事業所で新しいラベルを再購入のうえ、張り替えてください。 












































19 抑璋かな？とおった 6 


A 警告 


■使用中に異常を感じたときはすぐに使用を中止する 

あわてずガス栓を閉めてください。 



調べてみると故障でない場合びよくあります。修理を依頼する前に、ちラー度チェックしてくださし、。 


こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
• 点义しにくい 
- 点义してをずぐ消える 
- 手を離ずと消义ずる 

♦ガス栓を全開にしていますか？ 

10 

♦ LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場合） 

— 

♦ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一番など） 

づ*点乂操作を繰り返してください。 

— 

参バーナーキャップの炎□びつまっていませんか？ 

18 

♦立消えを全装置（炎検知部)、ノ（ーナーキャップびめれたり、巧れた 
りしていませんか？ 

目. 17. 18 

♦バーナーキャップ、しる受けび正しくセットされていますか？ 

巨 • 8 

♦アルミはく製しる受け皿を使用していませんか？ 

づ使用しないで < ださい。 

4 

♦ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

22 

♦乾電池び正しくセットされていますか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

8 •] 已 

♦グ U ルはコン□バーナーに比べ着火までに時間びかかりまず。器具 
栓つまみを数砂間巧し続けてください。 

10 

♦ゴム管び巧れ巧びったり、つぶれたりしていませんか？ 

与ゴム管の折れ巧びり、つぶれを直してください。 

3-9 

♦ガス栓のヒューズび作動していませんか？ 

づ機器を接続してしぶガス栓びテーブルコン□用であることを確認する。 

9 

♦温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはたらいて消火した場合、温度センサーの温度び下びる 
まで点火してちすぐ消火します。 

づ水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーををやしてください。 

] 已 

② 炎の状態がおかしい 
• 炎が安定しない 
• 炎が黄色い、赤い 
- 異常音をたてて燃える、消 
文る 

• 炎が均一でない 
• 使用中炎が消える 
- なべにずずびつ< 

♦バーナーキャップの炎□びつまっていませんか？ 

18 

♦立消え安全装置（炎お知部)、ノ（ーナーキャップびめれたり、ちれた 
りしてし)ませんか？ 

目. 17. 18 

♦バーナーキャップ、しる受けび正しくセットされていますか？ 

6-8 

♦ブヴーび鳴って消火しましたか？ 

22 

♦アルミはく製しる受け皿を使用していませんか？ 

使用しないでください。 

4 

♦グリル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナトリウム）やカルシ 
ウムび燃えて、炎びホくなることびありますび、異常ではありません。 

— 

♦バーナーの炎は、立消えを全装置、ごとく部分などで炎び短くなっ 
ています。異常ではありません。 

— 

♦風び吹さ込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

已 • 9 

♦加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホくな 
ることびありますび、異常ではありません。 

— 

♦消火操作後数砂間コン□ノ（ー ナー炎□から 、さな炎び出る ことびありま 
すびバーナー内に残った微量のガスによるちので異常ではありません。 

— 

































こんな場合は 

調べてください 

参照ページ 

③ 使用中ゃ消义後に音がずる 
•r ポン」と音びずる 
-キシミ音びずる 

♦コン□パーナー使用後に r ポン」という火の消えた音びしますび、異 
常ではありません。 

10 

♦点火後や消火後にキシ S 音びでますび、過熱やを却されるとさに、 
金属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 


•r シャー」と音がずる 

♦コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 


④バ ーナー本体が変色ずる 

♦炎の熱や煮こぼれにより、ノくーナー本体び変色することびあります。 
使用上問題ありません。 

— 

⑥ ガスの臭いがずる 

参ゴム管びひび割れたり、巧びあいていませんか？ 

3 

参ゴム管び確実に接続されていますか？ 

3-9 


参なベの形状や材質び適していますか？ 



参なベ底び凹凸していませんか？ 



♦なべ底や温度センサーび巧れていませんか？ 



参油の量びあっていますか？ 

7-11 


♦か b 焼さに近い調理をしていませんか？ 



参±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつさ消火機能びはたらさ消火することびあります。 

与再度点火してご使用ください。 



♦冷ま食品やをましたなベをそのまま調理していませんか？ 

与解凍して再点乂してください。 

— 

⑥ コン□パ’ーナー使用中に… 

-調理中に消火ずる 

参カレーやシチューの再加熱ですか？ 

与水を加え弱火でようすを見なび日調理してください。 


-自動消义しない 
- 点义してをずぐ消える 

♦フライパンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 


-义力が変わる 
- なべ底がひどく焦げついて 
消义した 

♦圧力なベや無水なベを使用した料理、フライノ くンを使用した鶏のもも 
焼きなどは焦げつき消火機能びはた日さ、消'火する場合びあります。 

式再度点火してご使用ください。 



♦カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中火で調理し 
ていませんか？ 

づ焦げつさびひどくなる場合びあります。 

12 


♦火力を中火や弱火にして使用した場合、調理によっては消火機能び作 
動して途中消火する場合びあります。 

づ再度点火してご使用ください。 



♦なべの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えます。 

強火 W 弱火を繰り返し、この状態び3□分間続くと消火します。 



♦温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはた日いて消火した場合、温度センサーの温度び下びる 
まで点火してちずぐ消火しまず。 

づ水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーををやしてください。 

] 已 

⑦ 調理中に消义ずる 

♦長時間使っていませんか？ 

づ消し忘れ消火機能び作動しました。再点火してください。 

1-11 

♦グ U ル過熱防止センサーび作動した場合は、約 3 分待ってから使用 
して < ださい。 

13-15 






























こんな場合は 

調べてください 

参照べージ 

⑨ グリル使用時 
-焼けずざる 
-焼け足りない 
-焼けムラ 
-煙が出る 

♦しっかり解凍していますか？ 

14 

♦みそやネ百は取ってから焼いていまずか？ 

♦魚の置を方は合っていますか？ 

♦塩加減は良いですか？ 

♦脂の多い魚などを焼くと煙び多く出るため、排気 OLU 外からち煙び 
出る場合びありまず。 

13 

♦はじめてグ U ルを使うときグ U ルや排気 DL ：! 外から煙や臭いびでます。グ 

U ルには加工油を使っておりその油を焼き切るためで異常ではありません。 

⑨ ホいランプび点滅ずる 
-電池交換サイン 
• 操作部のモードランプ 

♦自動消火した後、使用したコン□またはグ U ルの器具栓つまみを消火の 
状態にもどしましたか？器具栓つまみをもどさないと電池び消耗します。 

10-15 

♦乾電池の交換時期び近づいています。 

づ新しい乾電池を用意してください。 

] 已 

⑩ 部品び変色ずる 
• 表面び変色ずる 
. ごとくび変色ずる 

♦酸性やアルカ U 性洗剤を使用していませんか？ 

16 

♦ごとく先端は、炎び当たり白くざらざ日になることびありますび、 
使用 上 問題ありません。 

— 

♦炎の熱や、煮こぼれにより変色することびありますび、使用 上 問題 
ありません。 

— 

⑩ブザーび鳴った 
- 数回鳴った 
- 鳴り続ける 

♦安全機能び作動していまず。 

づ確認して < ださし、。 

22 

♦乾電池び消耗しています。 

与新しい乾電池と交換して < ださい。 

8. 1日.22 

♦グ U ル使用中に3分ごとにブヴーび鳴るグ U ルお知日せブヴーでず。 

1-13 

♦安全機能により消火したとさに器具栓つまみびちどされていません。 

与器具栓つまみを消火の状態にちどしてください。 

]-] 已 

⑩ グリルのみ使用してちトッ 
ププレートび熱 < なる 

♦グ U ルのみ使用してちグ U ルバーナーの炎や排気の熱により、トッ 
ププレートび熱くなります。使用中-使用後しばらくは、トッププ 
レートに触れないよラに注意してください。 

— 


なお、異常のあるとさやおわかりにな日ないとさには、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連絡 
ください。不完全な処置は事故のちとになります。 
























表示とブザーについて 


ブザ 

一 

部 位 

内 容 

原 因 

処置と再使用時の注意 

参照ぺ-ジ 

ピ 

1 

標準パ' ーナー 

天ぷら油過熱防止 
機能作動 

焦げつさ消火機能 
作動 

調理油の過熱 
焦げつさ 

参「故障かな？と思ったら」の「こんな 
場合は」の⑥を確認する。 

♦やけどに注意して再点义を行ラ。 
♦天ぷ b 油過熱防止機能作動中(温 
度センサーび高温のままの状態） 
は、点火してち手を離すと消火す 
る場合びあります。 

11 

.] 已 

已 

回 

強义力 y (—ナー 

温度センサー過熱 
防止機能作動 

消し忘れによる過熱 
から炊さなど 

参「故障かな？と思ったら」の「こんな 
場合は」の⑥を確認する。 

♦やけどに注意して再点义を行ラ。 
♦温度センサー過熱防止機能作動中 
(温度センサーび高温のままの状 
態）は、点火してち手を離すと消 
火する場合びあります。 

] 已 



立消え安全装置の 
作動 

炎の吹を消え 
煮こぼれした場合 

• 「故障かな？と思った b 」 の「こんな 
場合は」の①、②を確認する。 

] 已 


標準パ' ーナー 
強火カバーナー 

点火時着乂しなか 
った 

点乂しなかった場合 
など 

♦周囲にガスびなくなるまで待って 
から再点乂を行ラ。 


コン□消し忘れ消 
火機能作動 

使用開始から約2時 
間経過し自動消火し 
ました。 

♦器具栓つまみを消火の状態にもどす。 
♦続けて使用する場合は、再点乂を 
行ラ。 

11 

.] 已 


強义力 y (—ナー 

センサー解除機能 
終了 

約30分び経過し自 
動消火しました。 

♦器具栓つまみを消火の状態にもど 
す。 

12 


標華バーナー 
強义力 y (—ナー 
グリル 

電池交換サインの 
お知らせ 

乾電池の消耗 

♦乾電池を交換してください。 

8 . 

] 已 

ピ 

1 


立消えを全装置の 
作動 

炎の吹さ消え 
点火しなかった場合 
など 

• 「故障かな？と思った b 」 の「こんな 
場合は」の①、③を確認する。 

] 已 

3 

回 


点火時着火しなか 
った 

参グ U ルとび b を開け、空気を入れ 
替えてか日再点火を行ラ。 


グリル 

グ U ル過熱防止セ 
ンサー作動 

グ U ルのか b 焼さ 
消し忘れ 

連続して使用した場 

少ない食材など 

参器具栓つまみを消火の状態に戻し、 
約3分グ1」ル庫内の温度び冷える 
のを待ってか b 再点火を行ラ。 
♦作動中（グ U ル過熱防止センサー 
び高温のままの状態）は、点火し 
てち手を離すと消火します。 

13 

.] 已 



グ1」ル水切れセン 
サー作動 

グ U ル水入れ皿に水 
びはいっていない、 
または水びなくなり 
かけている。 

♦グ U ル水入れ皿に水を入れ、しば 
らく待ってから点火する。 

13 

.] 已 



グ U ル消し忘れ消 
火機能作動 

設定した時間び経過 
し自動消乂しまし 
た。 

参器具栓つまみを消火の状態に戻す。 

13 

.] 已 

ブ 

ザ 

1 

が 

雲病 

標準バーナー 
強火カノ くーナー 
グリル 

温度センサー•グ 
U ル過熱防止セン 
サー.電モ部品の 
故障 

部品び故障していま 
す。 

♦ガス栓を閉め、使用を中止し、お 
買い上げの販売店、またはちより 
の当社事業所にご連絡ください。 

別添 

連絡先一 

覧表 

け貧、 

るを 

強火カノ くーナー 

センサ-騰スイッチ故障 































23 /別売部品のご紹か 



•防熱板 

設置場所で、可燃性の壁（ステンレス板などを張りつけた可燃性の壁ち含む）から]己 cm 、 上部はトップ 
プレート上面より] OOcm じ(上離して設置でさない場合、図のよラに取り付けて使用してください。 

(後壁用防熱板） （天井用防熱板）（天井用防熱板）（流し台'調理台用防熱板） 側面専用防熱板 



♦魚とって RTO - ST 1 

魚の取り出しや、盛り付けに便利です。¢5 



-別売部品をおホめの場合は、当社交換部品-お手入れ品の販売サイト R-STYLE 
( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にておボめください。 

• 防熱板については、この別売の指定の防熱板を必ずご使用ください。 


交換部品(お客様にて取り替え可能な消耗部品) 


♦消耗部品はいたんでさたら交換してください。お求めの場合は、当社交換部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にてお求めください。 


交 換 部 品 

希望 ル 売価格（税込） 

部品番号 

バーナーキャップ 

(強义カバーナー用） 

¥1， 日已日 

] 已] -347 -日日日 

(標準 バーナー 用） 

¥840 

] 已] -29 已-000 

しる受け 

(強火カバーナー用） 

¥已2已 

009-270-000 

(標準 バーナー 用） 

¥已2已 

009-271-000 

ごと < 

¥73已 

010-269-000 

グ U ル排気□カバー 

¥73已 

〇已 0-032-000 

グ U ル水入れ皿 

¥840 

070-182-000 

グ U ル焼網 

¥73已 

07 1-0 曰 0-000 


※乾電ミ也はをよりの電気店などでお買い求めください。 

(20] □年1月現在の価格です。価格•仕様は変更される場合びあります。あらかじめご了承ください） 
•当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記似がの消耗部品やお手入れ品などを幅 
広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさる部品び対象です。 


ちれた部品を交換しましよラ！ 

R.STYLEO 


6 消耗品-交巧部品のネット眼売1 


当社製品の交換部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http://www.rinna 卜 style.jp/ 


長期巧ほ用しない場合 _ 

参お部屋のガス栓を必ず閉めてください。 

♦ガス通路部にほこりび入らないよラに機器のホースエンドやガスコードの接続口に必ずキャップをしてください。 
参乾電ミ也をはずしておいてください。 

参お手入れをしておくと、次回使用するとをに便利です。 











































































































廃棄時のお願い 



本機器は乾電池を使用していまずので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてください。 
そのままにしておきますと思わめ事故になることびあります。 


アフター ヴー ビス 


修理を依頼されるとさは 

『故障かな？と思ったら』をもう一度ご覧になって確認してください。それでも不具合のある場合や不明 
な場をは、ご自分で修理なさ 6 ずにわよりの販売店、または当社事業所へご相談ください。アフターヴ 
ービスをお申し付けの際は、次のことをお知らせください。 

(1) 製品名-ガス種類 （ [ I ] ) (2) 型式の呼び（銘板表示のもの ）（®) および品名 （ 〔で ） 

(3) 故障または異常の内容（できるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話番号-道順记）訪問ご希望日 

保証について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障がある場合、一定期間と一定条件の 
もとに無料修理に応ずることをお約束します。（詳細は保証書をご覧ください。） 

保証書を紛失されますと無料修理期間であってち修理費をいただく場合がありますので大切に保管し 
て < ださい。 

補修用性能部品の保有期 
間について 

補修用性能部品保有期間は、当製品の製造巧ち切り後己年間となっています。（補修用性能部品とは、 
その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

転居されるとさ 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分があります。ガスの種類（ガスグループ）が異なる地域 
へ転居される場をには、部品の交換や調整が必要となりますので、転居先のガスの種類を確認のラえ、 
転居先のをよりのガス事業ちにご相談ください。この場合、保証期間内でち、調整•改造に要する費 
用は有料となります。 

アフターサービス などに 
ついてわからないとさ 

お買い上げの販売店か別添の r 連絡先一覧表」を参照していただき、をよりの当社事業所にご連絡く 
ださい。また、 U ンナイフ U —ダイヤルをご利用ください。 

函0120 -054-321 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

•当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所•電話番号などの個人情報を、ヴー 
ビス活動および安全点検活動のために利用させていただく場合がございますのでご了承ください。 
•当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力芸社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または 
権限の行使のにめに必要な場合、その他正当な理由がある場をを除さ、当社於外の第云者に個人情 
報を開示-提供はいたしません。 












品 



名 

RTS-336WNTS(BK)-L 

KGE-70NTSL 

KS560 

KRT-56F 

RTS-336WNTS(SL)-L 

KGE-81NTSL 

KGK560L 

RS-81NTSL 

VH-56NTS 

RTS-336WNTS(BK)-R 

RTS-336WNTS(SL)-R 

KG-508C 

KGE-91NTSR 

KGT-56NTS 

RTS-336WNTS(SL)-L 

RTS-336WNTS(SL)-R 

型 

式 

の 

呼び 

RTS-33 巨 WNTS-L 
RTS-337WNTS-L 

RTS-336WNTS-R 

RTS-337WNTS-R 

RTS-336WNTS(G)-L 

RTS-337WNTS(G)-L 

RTS-336WNTS(G)-R 

RTS-337WNTS(G)-R 

型 


式 

名 

RTS-33 巨 WNTS 
RTS-337WNTS 

RTS-336WNTS(G) 

RTS-337WNTS(G) 

種 



類 

グ u ル付ガステーブル 

点 

义 


方 式 

圧電点乂式 

が 

お 


寸 ま 

高さ 2 日 3mm X 幅已目 4mm X 奥行 422mm 

質 

量 

( 

本体） 

9.0kg 

ガ 

ス 


接 続 

9 .已 mm 0 ガス用ゴム管 

付 


属 

品 

取扱説明書、保証書、単 1 おアルカ U 乾電池に個） 


品 



名 

RKG- 已 4] E 已 R 

RKG 已已 1E6R 

型 

式 

の 

呼び 

RTS-33 巨 WNCTS-R 

RTS-337WNCTS-R 

型 


式 

名 

RTS-33 巨 WNTS 

RTS-337WNTS 

種 



類 

グ U ル付ガステーブル 

点 

义 


方 式 

圧電点乂式 

が 

お 


寸 ま 

高さ2日 3mm X幅已目目 mm X奥行 422mm 

質 

量 

( 

本体） 

9.0kg 

ガ 

ス 


接 続 

9.已 mm 0ガス用ゴム管 

付 


属 

品 

取扱説明書、保証書、単 1 おアルカ U 乾電池に個） 


使用 ガス 

使用ガスグループ 

1 時間当たりのガス消費量 

個 

別ガス消費 

量 

を点义時 
ガス消費量 

強火カバー ナー 

標準 パーナー 

グリル 

都 

L3 

(4A • 4B • 40 

2.79kW 

1. 巨 2kW 

1 . 目日 kW 

已 . 已 OkW 


L2 

(已 A . SAN - 已 B) 

2.84kW 

1. 巨 2kW 

1. 目日 kW 

已 . 已 OkW 

市 

L1 

(6B •己 C • 70 

2.97kW 

2.03kW 

1.6 日 kW 

6.50kW 

が 

已 C 

2.97kW 

1 .80kW 

1. 目日 kW 

6.20kW 

刀 

6 A 

2.97kW 

1 .80kW 

1.6 日 kW 

6.30kW 

ス 


12 A 

3.91 kW 

2.28kW 

1 .49kW 

7.18kW 



13 A 

4.20kW 

2.4 已 kW 

i.eokw 

7.70kW 

用 

13 A (G) 

4.20kW 

2.4 已 kW 

i.eokw 

7.70kW 

L 

P 

ガス用 

4.21 kW 

2.46kW 

1.6 日 kW 

7.70kW 


(本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますので、ご了承ください) 













































MEMO 


夕已 



製品についてのお問い含わせは 

、 ___ y 


本 社 《052 (361 旧 211 
関東支社 な 03(347 り 9047 
東京す店 な03(347 り 9047 
化関東ま店 な048 (667)4321 
東関東支店 巧043 (273 口 360 
南関東ま店 な 045(320 巧 051 
東北ま社 な022 (238 旧 31 己 


干 4 己 4-0802 名古屋市中川 区 福住町 2 番吕 6 号 
干 1 40-0002 東京都品川 区 ま品川 1 -6-6 
干 1 40-0002 東京都品り I 区 ま品川 1 -6-6 
干 331-0811 さいたま市化区吉野 rriT 目 396-] 

干 261 -0026 千葉市美お 区 幕張西 2 T 目 7叫 
干 221 -0856 横お市神蔚 11区 兰ツお上田 T 4 き 10 号 
干 984-0002 仙台市若林 区 卸田 T ま1 T 目己一已 


ネし幌ま店 な日11に81)2 己 06 
新漏ま店 狂02 日に 47)661 日 
中部ま社 な日日 2(363)8001 
関西ま社 巧 06(6786)3601 
広島ま店 任日82に 77) 日 131 
高松す店 な日87旧21 )80 己己 
九州ま社 0092(281)3234 


〒日 60-0031 化幌市中央区:!ヒー菜ま 2 T 目 
干 950-0864 新 漏 市東 区 紫竹 2 下目 1 -74 
干 454-0802 名古屋市中り I 区 福住町 2 番 26 号 
7550-0014 大阪市西 区化 掘江 3 T 目 10 ま 21 号 
干 733-0833 広島市西 区 商エセンター 4 T 目 2-1 
干 760-0066 高お市福岡町 2 T 目]]番 6 号 
干 81 2-0029 福岡市博多区古門戸町 2 番 3 号 


修理じついてのお問い合わせは 

函0120 -054-321 



33 白 WNTS-3] AX06(00) 
100630 〇 
0 巨 00000 己 ] 41 巨 20 




